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日
本
美
術
全
集
の
中
で
の
扱
わ
れ
方

　

近
年
刊
行
が
完
結
し
た
最
新
の
『
日
本
美
術
全
集
』
全
二
〇
巻

（
小
学
館
、
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
六
年
）
で
は
編
集
委
員
の
一
人
を

務
め
た
筆
者
は
、
第
六
巻
と
し
て
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
美

術
』（
テ
ー
マ
巻
①
）（
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
）
の
巻
を
担
当
し
た

（
図
１
）。
そ
の
巻
は
、
東
晋
の
王
羲
之
（
三
〇
三
？

－

三
六
一
？
）

か
ら
近
代
の
呉
昌
碩
（
一
八
四
四

－

一
九
二
七
）
に
至
る
ま
で
日
本

所
蔵
の
東
ア
ジ
ア
美
術
を
収
載
し
て
お
り
、「
古
典
」
と
し
て
君
臨

し
、
し
ば
し
ば
日
本
美
術
の
典
拠
と
な
っ
た
作
品
を
日
本
美
術
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
作
者
の
意
図
を
覗
い
、
そ
の
共
通
と
差
異

の
様
相
か
ら
日
本
美
術
の
指
向
を
理
解
す
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
、

と
し
た
。

　

現
代
美
術
を
扱
う
第
二
〇
巻
『
日
本
美
術
の
現
在
・
未
来
』（
一

九
九
六
〜
現
在
）（
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
、
現
代
美
術
作
家
の

森
村
泰
昌
（
一
九
五
一

－

）
は
『
日
本
美
術
全
集
』
の
そ
れ
ま
で
刊

近
現
代
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
の
扱
わ
れ
方 
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行
さ
れ
た
他
巻
を
振
り
返
る
際
（「
私
的
日
本
美
術
史
観
、
あ
る
い

は
最
後
の
日
本
美
術
全
集
」）、
そ
の
巻
に
注
目
し
て
、
自
壊
作
用
の

危
険
を
指
摘
し
た
の
は
実
に
興
味
深
い
。「
日
本
」
美
術
の
全
集
だ

か
ら
、
と
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
確
か
に
こ
れ
ら
は
「
日
本
」
美
術
で

は
な
い
の
だ
か
ら
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
指
摘
と
も
言
え
よ
う
。
そ

れ
で
は
、
な
ぜ
六
巻
が
こ
の
中
に
入
っ
た
か
と
言
え
ば
、
ま
ず
そ
れ

ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
日
本
美
術
の
中
に
血
肉
化
し
て
い
た
か
ら
、
に
他

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
う
し
た
理
解
は
決
し
て
新
た
な
も

の
で
は
な
く
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
引
き
継
い
だ
側
面
が

強
い
。
だ
か
ら
、
編
集
委
員
は
全
員
、
当
初
か
ら
違
和
感
な
く
こ
う

し
た
発
想
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
美
術
史
学
に
お
い
て
、
近
年
、
近
代
国
家
形

成
と
と
も
に
生
み
出
さ
れ
た
各
々
の
国
家
の
た
め
の
「
一
国
形
美
術

史
」
か
ら
の
脱
却
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
比
較
が

進
ん
で
い
く
と
、
む
し
ろ
、
日
本
美
術
史
の
特
殊
性
が
浮
か
ん
で
く

る
。
日
本
美
術
は
常
に
大
陸
の
文
物
か
ら
様
々
な
刺
激
を
受
け
、
新

た
な
様
式
を
取
り
込
む
こ
と
で
展
開
し
て
き
た
、
と
い
う
理
解
は
前

近
代
か
ら
前
提
と
な
っ
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
美
術
史

通
史
講
義
の
記
録
と
さ
れ
る
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三

－

一
九
一
三
）

の
『
日
本
美
術
史
』（
一
八
九
〇
年
か
ら
の
三
年
間
）
に
お
い
て
、

大
陸
の
様
式
を
受
け
た
形
で
説
明
し
て
お
り
、
当
初
か
ら
東
ア
ジ
ア

を
内
包
し
た
言
説
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
き
た
。
今
や
現
在
存
続

す
る
世
界
最
古
の
美
術
雑
誌
と
な
っ
た
『
國
華
』（
一
八
八
九
年
創

刊
）
に
お
い
て
は
岡
倉
天
心
の
趣
旨
に
従
い
当
初
よ
り
日
本
美
術
と

と
も
に
日
本
に
伝
来
し
た
東
洋
美
術
が
紹
介
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
官
製
の
日
本
美
術
史
の
書
物
と
し
て
は
『
稿
本
日
本

帝
国
美
術
略
史
』
が
あ
る
（
図
２
）。
帝
室
博
物
館
編
、
菊
版
四
八

四
頁
、
三
六
八
も
の
図
版
を
掲
載
す
る
大
著
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
機
会
に
出
版
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
版
の

H
istoire de l’art du Japon

の
日
本
語
原
稿
『
帝
国
美
術
略
史
稿
』
を

一
九
一
六
年
に
一
般
向
に
縮
刷
再
版
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
東

洋
美
術
の
精
髄
を
保
存
す
る
「
東
洋
の
宝
庫
」
と
し
て
の
日
本
像
が

見
出
せ
、
そ
の
意
味
で
は
天
心
の
基
本
的
な
発
想
が
継
承
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
天
心
の
『
日
本
美
術
史
』
と
比
較
す
る
と
、
時
代
区

分
な
ど
大
き
く
変
更
も
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
東
ア
ジ
ア
に
向
け
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た
眼
と
日
本
の
万
世
一
系
の
国
体
を
強
調
す
る
立
場
と
の
思
想
的
葛

藤
が
あ
る
と
す
る
説
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

近
代
に
入
っ
て
日
本
で
は
「
美
術
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
制
度
が
整

備
さ
れ
、
現
在
に
つ
な
が
る
「
美
術
」
理
解
が
で
き
た
こ
と
は
す
で

に
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
通
り
だ
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
す
で

に
、
東
ア
ジ
ア
の
領
域
を
前
提
に
し
た
文
物
史
観
は
成
立
し
て
い

た
。
江
戸
時
代
後
期
、
寛
政
の
改
革
を
推
進
し
た
松
平
定
信
（
一
七

五
九

－

一
八
二
九
）
は
文
化
財
保
護
に
対
し
て
も
強
い
関
心
を
持
っ

て
お
り
、
彼
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
集
古
十
種
』（
一
八
〇
〇
年

序
）
に
お
い
て
、
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
「
宋
元
画
」
が
精
選
さ
れ
刊

行
さ
れ
た
（
図
３
）。
つ
ま
り
、
当
時
に
お
け
る
、
い
わ
ば
「
国

宝
・
重
要
文
化
財
大
全
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
こ
の
書
物
か
ら
、
こ
れ
ら

宋
元
画
が
「
古
典
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
近
代
以
前
ま
で
の
意
識
が
「
美
術
」
制
度
の
成
立
し
た
近
代

以
降
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
憧
憬
の
大
陸
文
物
と
い

う
位
置
付
け
と
い
う
在
り
方
か
ら
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
国
宝
・
重

要
文
化
財
指
定
制
度
が
成
立
し
た
際
に
、「
古
渡
」（
室
町
時
代
以

来
、
日
本
に
伝
来
し
た
も
の
）「
中
渡
」（
江
戸
時
代
か
ら
日
本
に
伝

来
し
た
も
の
）
を
中
心
に
中
国
・
韓
国
美
術
の
作
品
が
国
宝
・
重
要

文
化
財
に
多
く
指
定
さ
れ
た
こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　

近
・
現
代
に
お
い
て
美
術
史
学
の
成
果
を
一
般
に
紹
介
す
る
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
君
臨
し
た
の
が
図
版
入
り
の
「
美
術
全
集
」
で
あ
っ

た
。
日
本
美
術
は
、
先
に
触
れ
た
、
官
製
の
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術

略
史
』
の
後
を
継
い
だ
の
が
、
審
美
書
院
に
よ
る
精
細
な
図
版
を
擁

し
た
美
術
全
集
の
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
版
は
、
当
初
は
そ
の

技
術
が
明
治
後
半
に
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
た
木
版
印
刷
に
よ
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
は
急
速
に
廃
れ
て
、
コ
ロ
タ
イ
プ
が
普
及
し
て
い

く
。
最
初
は
日
本
佛
教
美
協
会
の
名
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
六
年

『
元
信
画
集
』
の
出
版
以
降
、
審
美
書
院
の
名
を
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
。
住
所
は
東
京
都
下
谷
区
二
長
町
五
十
二
番
地
、
編
集
者
兼

発
行
者
は
田
島
志
一
で
あ
る
。

　

日
本
を
代
表
す
る
美
術
作
品
を
掲
載
し
た
、
記
念
碑
的
な
『
真
美

大
観
』（
一
八
九
九
〜
一
九
〇
七
年
、
全
二
〇
冊
）
は
、
日
本
美
術

の
み
な
ら
ず
日
本
に
伝
来
し
た
東
ア
ジ
ア
美
術
が
図
版
に
入
っ
て
い
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た
。
文
人
画
に
特
化

し
た
『
南
宗
名
画

苑
』（
一
九
〇
四
〜

一
九
一
〇
年
、
全
二

五
冊
）
は
日
本
に
あ

る
「
支
那
宗マ
マ

元
明
清

画
」
と
「
日
本
南

画
」
を
各
冊
十
点
掲

載
し
て
お
り
、
図
版

は
小
川
写
真
製
版
所

撮
影
の
コ
ロ
タ
イ
プ

版
を
用
い
て
い
る
。

美
術
図
書
出
版
史

上
、
特
に
優
れ
た
出

版
物
と
さ
れ
、
日
英

博
覧
会
に
も
出
品
さ
れ
た
『
東
洋
美
術
大
観
』（
一
九
〇
九
〜
一
九

一
八
年
、
全
一
五
冊
）
は
日
本
画
の
部
七
冊
、
中
国
画
の
部
五
冊
、

彫
刻
の
部
三
冊
か
ら
成
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
支
那
名
画
集
』（
一

九
〇
七
年
、
全
二
冊
）
や
『
西
域
画
聚
成
』（
一
九
四
〇
年
、
全
一

五
冊
）
と
い
っ
た
中
国
絵
画
に
特
化
し
た
も
の
ま
で
出
版
し
て
お

り
、
企
画
出
版
に
当
た
っ
て
、
美
術
に
お
け
る
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の

日
本
」「
日
本
の
中
の
東
ア
ジ
ア
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

世
界
美
術
全
集
と
し
て
日
本
で
初
め
て
出
版
さ
れ
た
の
は
平
凡
社

の
『
世
界
美
術
全
集
』
全
三
〇
巻
（
一
九
二
七
〜
一
九
三
〇
年
）
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
は
原
始
か
ら
当
代
ま
で
日
本
・
東
洋
・
西
洋
の
美

術
史
が
網
羅
さ
れ
、
図
版
も
全
部
で
四
八
〇
〇
件
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
日
本
絵
画
全
集
と
し
て
は
東
方
書
院
編

『
日
本
画
大
成
』（
一
九
三
一
〜
一
九
三
四
年
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に

も
飯
塚
米
雨
編
「
支
那
画
篇
一
・
二
」（
四
九
・
五
〇
巻
に
相
当
）

（
一
九
三
三
年
）
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
４
）。

　

こ
う
し
た
意
識
は
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
複
数
の
日
本
美
術
全
集
に

継
承
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
後
の
『
原
色
日
本
の
美
術
』
全

三
〇
巻
（
小
学
館
、
一
九
六
六
〜
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
も
「
請

来
美
術
」
の
巻
、『
日
本
絵
画
館
』
全
一
二
巻
（
講
談
社
、
一
九
六

九
〜
一
九
七
一
年
）
に
そ
れ
に
相
当
す
る
巻
「
渡
来
絵
画
」
が
あ

る
。
最
新
の
小
学
館
版
の
約
二
〇
年
前
に
出
版
さ
れ
た
講
談
社
版

『
日
本
美
術
全
集
』
全
二
四
巻
・
別
巻
一
（
一
九
九
〇
〜
一
九
九
四

年
）
で
は
東
ア
ジ
ア
美
術
は
各
巻
に
バ
ラ
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
小

学
館
版
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
理
解
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
上
で
最
新
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
で
新
た
な
東
ア
ジ
ア
美
術

史
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
「
一
国
形
美
術
史
」
言
説
の
形
成
過
程
に
お
い

て
さ
え
、
す
で
に
憧
憬
と
し
て
の
中
国
文
物
と
い
う
位
置
付
け
が
内

包
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
な
の
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
内
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在
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
、
新
た
な
枠
組
み
に
よ
る
東
ア
ジ
ア

美
術
（
絵
画
）
史
を
構
築
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
困
難
と
な
り
、
一

部
の
研
究
者
に
よ
っ
て
自
覚
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
十
分
に

相
対
化
で
き
な
い
ま
ま
の
現
状
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
も
う
一
つ
の

問
題
点
は
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
で
マ
ク
ロ

的
な
視
点
と
な
り
、
作
品
を
眼
差
す
美
術
史
学
に
お
い
て
、
大
き
な

文
化
史
的
な
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
、
個
別
論
で
は
紋
切
型
の
言
説
が

繰
り
返
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
そ
う
し
た
問

題
に
対
し
て
は
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
織
り
な
さ
れ
る
作
品
記
述
を
生

か
し
た
東
ア
ジ
ア
美
術
（
絵
画
）
史
の
実
体
化
を
目
指
す
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
言
え
よ
う
。

近
現
代
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
の
展
示

　

中
国
文
化
に
対
す
る
意
識
を
通
観
す
れ
ば
、
前
近
代
に
お
い
て
中

国
文
化
は
強
弱
の
違
い
こ
そ
あ
れ
日
本
文
化
に
常
に
刺
激
を
与
え
続

け
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
近
代
に
入
る
と
、
特
に
日
清
戦
争

以
降
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
た
の
だ
が
、
同
時
代
の
中
国
イ

メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
容
し
、
過
去
の
中
国
は
尊
崇
の
対
象
に
な
り
得

て
も
、
同
時
代
の
中
国
に
対
す
る
尊
崇
の
意
識
は
薄
れ
る
一
方
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
中
国
文
化
に
対
す
る
意
識
も
、
そ
う
し
た
中

で
、
当
時
の
政
治
的
な
意
思
と
連
動
し
な
が
ら
「
東
ア
ジ
ア
」
の
意

味
が
改
め
て
強
調
さ
れ
る
格
好
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
清
朝
の
崩

壊
に
伴
っ
て
多
く
の
中
国
文
物
が
流
出
す
る
中
、
そ
れ
ら
を
東
ア
ジ

ア
に
止
め
よ
う
と
、
日
本
側
で
は
学
者
の
正
木
直
彦
（
一
八
六
二

－

一
九
四
〇
）・
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四

－

一
九
四
二
）・
内
藤
湖
南

（
一
八
六
六

－

一
九
三
四
）、
文
人
画
家
の
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
七

－
一
九
二
四
）・
橋
本
関
雪
（
一
八
八
三

－

一
九
四
五
）
ら
、
中
国
側

で
は
羅
振
玉
（
一
八
六
六

－

一
九
四
〇
）・
張
大
千
（
一
八
九
九

－
一
九
八
三
）
ら
が
媒
介
し
、
岩
崎
家
（
後
の
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）・

住
友
家
（
後
の
泉
屋
博
古
館
）
な
ど
複
数
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
収
集
し

て
お
り
、
現
在
、
そ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
私
立
美

術
館
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
を
前
提
と
し
た
展

覧
会
も
複
数
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

戦
後
は
政
治
的
な
「
東
ア
ジ
ア
」
の
枠
で
は
な
く
中
国
の
み
を
取

り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
中
国
交
正
常
化
以
降
、
大
陸
か
ら

も
た
ら
さ
れ
る
中
国
美
術
展
は
古
代
中
国
の
文
物
展
が
中
心
で
あ
っ

た
。
時
代
を
幅
広
く
扱
っ
た
大
き
な
展
覧
会
だ
け
で
も
、「
中
華
人

民
共
和
国
出
土
文
物
展
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
、
一
九
七
三

年
）、「
中
華
人
民
共
和
国 

古
代
青
銅
器
展
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ

か
、
一
九
七
六
年
）、「
黄
河
文
明
展
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
、

一
九
八
六
年
）、「
中
国
王
朝
の
誕
生
」
展
（
大
阪
市
立
美
術
館
ほ

か
、
一
九
九
三
年
）、「
中
国
河
南
省
八
千
年
の
至
宝
、
大
黄
河
文
明

展
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
ほ
か
、
一
九
九
八
・
九
九
年
）、

「
中
国
国
宝
展
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
、
二
〇
〇
〇
年
）、「
中
国

国
宝
展
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
、
二
〇
〇
四
・
〇
五
年
）、「
中
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国 
美
の
十
字
路
展
」（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
ほ
か
、
二
〇
〇

五
・
〇
六
年
）、「
誕
生
！
中
国
文
明
」（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
、

二
〇
一
〇
・
一
一
年
）、「
特
別
展 

中
国 

王
朝
の
至
宝
」（
東
京
国

立
博
物
館
ほ
か
、
二
〇
一
二
・
一
三
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
は
多
く
の
参
観
者
を
呼
び
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
企
画
展
が

開
催
さ
れ
て
き
た
時
期
も
あ
っ
た
。
現
在
、
そ
の
よ
う
な
展
示
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
反
日
に
呼
応
す
る
よ
う
に
日
本

で
は
嫌
中
ム
ー
ド
が
広
が
り
、
一
旦
広
が
っ
た
も
の
は
若
年
層
を
中

心
に
浸
透
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
、
中
国
経
済
バ
ブ

ル
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
骨
董
熱
は
い
ま

だ
治
ま
ら
ず
、
価
格
の
高
騰
は
保
険
等
展
覧
会
費
用
の
高
騰
を
齎
し

て
い
る
。
両
者
の
理
由
か
ら
中
国
大
陸
か
ら
の
中
国
文
物
展
の
開
催

が
実
際
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
美
術
史
に
お
け
る
「
古
典
」
と
し
て
伝
統
的
に
高
い

評
価
を
得
て
き
た
「
東
山
御
物
」
を
頂
点
と
す
る
「
宋
元
画
」
は
、

そ
の
多
く
が
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
茶
の
湯
の
文
脈
な

ど
で
も
し
ば
し
ば
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
伊
藤
若

冲
（
一
七
一
六

－
一
八
〇
〇
）
を
契
機
と
し
て
巻
き
起
こ
っ
た
、
最

近
の
近
世
絵
画
を
中
心
と
し
た
日
本
古
美
術
ブ
ー
ム
の
中
に
あ
っ

て
、
彼
ら
の
憧
れ
で
あ
っ
た
中
国
絵
画
の
み
を
取
り
上
げ
て
展
示
す

る
機
会
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
も
、
画
家
た
ち
の

憧
れ
た
中
国
絵
画
が
日
本
絵
画
と
一
緒
に
出
陳
さ
れ
る
機
会
は
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
画
家
た
ち
が
見
た
も
の
を
展
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
画
家
の
制
作
動
機
、
制
作
過
程
を
明
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
絵
画
展
の
会
場
に
中
国
絵
画
を
展
示
す
る
の
は
、
実
に
重
要

な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
中
国
絵
画
史
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と

言
わ
れ
る
の
は
文
人
画
で
あ
り
、
言
説
の
担
い
手
も
文
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
そ
の
理
論
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た
の
は
、「
芸
林

百
世
の
師
」
と
称
さ
れ
る
文
人
書
画
家
、
董
其
昌
（
一
五
五
五

－

一

六
三
六
）
に
よ
る
「
南
北
二
宗
（
尚
南
貶
北
）
論
」
で
あ
る
。「
南

北
二
宗
」
と
は
、
中
国
の
禅
仏
教
に
北
宗
禅
と
南
宗
禅
の
二
派
が
あ

る
よ
う
に
唐
時
代
以
来
の
絵
画
に
も
北
宗
画
と
南
宗
画
と
い
う
二
つ

の
流
れ
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
、
北
宗
画
は
唐
の
李
思
訓
・
李
昭
道

に
よ
る
青
緑
山
水
画
に
始
ま
り
、
宋
の
趙
幹
・
趙
伯
駒
・
趙
伯
驌
を

経
て
、
南
宋
画
院
画
家
で
あ
る
馬
遠
・
夏
珪
に
至
る
流
れ
、
南
宗
画

は
唐
の
王
維
の
水
墨
山
水
に
始
ま
り
、
荊
浩
・
関
同
・
董
源
・
巨
然

を
経
て
、
宋
の
米
芾
・
米
友
仁
、
元
末
四
大
家
に
至
る
流
れ
で
あ
る

と
し
た
上
で
、
南
宗
画
、
す
な
わ
ち
利
家
（
文
人
）
の
画
に
価
値
を

置
き
、
行
家
（
職
業
画
家
）
に
よ
る
北
宗
画
は
学
ぶ
価
値
が
な
い
と

明
言
し
た
。
所
謂
文
人
画
風
が
確
立
し
た
の
は
趙
孟
頫
・
銭
選
や
元

末
四
大
家
が
活
躍
し
た
元
時
代
で
あ
り
、
元
時
代
以
降
、
絵
画
史
の

言
及
の
対
象
は
文
人
画
が
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
異
な
り
、
日
本
人
が
好
ん
だ
も
の
は
南
宋
時
代
の
絵
画

を
頂
点
と
す
る
美
意
識
を
示
し
て
い
る
。「
東
山
御
物
」
は
、
徽
宗
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（
一
〇
八
二

－

一
一
三
五
）・
馬
遠
・
夏
珪
な
ど
、
皇
帝
や
宮
廷
画
家

の
手
に
な
る
「
皇
帝
の
絵
画
」、
牧
谿
・
玉
澗
な
ど
、
画
僧
に
よ
る

「
禅
宗
の
絵
画
」、
無
名
の
職
業
画
家
に
よ
る
着
色
の
「
仏
教
絵
画
」

な
ど
が
中
心
で
、
そ
の
後
も
こ
れ
ら
を
「
古
典
」
と
す
る
美
意
識
が

継
承
さ
れ
、
狩
野
派
な
ど
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
も
組
み
込
ま
れ
て
き

た
。
室
町
時
代
の
「
唐
絵
」
の
規
範
は
、
真
体
が
馬
遠
・
夏
珪
、
行

体
が
牧
谿
、
草
体
が
玉
澗
と
い
う
よ
う
に
、
全
て
が
そ
れ
ら
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
、
流
行
し
た
中
国
画
風
は
二
〇
〇

年
以
上
前
の
南
宋
時
代
の
美
で
あ
っ
た
。
日
本
に
古
く
よ
り
伝
存
す

る
元
時
代
絵
画
は
所
謂
文
人
画
で
は
な
く
、
孫
君
沢
の
よ
う
に
南
宋

絵
画
の
作
風
を
継
承
し
た
も
の
の
他
に
、
禅
僧
た
ち
の
好
み
が
大
き

く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
初
に
活
躍
し
た
道

釈
人
物
画
家
、
顔
輝
は
「
蝦
蟇
鉄
拐
図
」
双
幅
（
京
都
・
知
恩
寺
、

重
要
文
化
財
）・「
寒
山
拾
得
図
」
対
幅
（
東
京
国
立
博
物
館
、
重
要

文
化
財
）
な
ど
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
日
本
で
は
画
僧
牧
谿
と
並
称

さ
れ
る
ほ
ど
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
多
く
摸
写
さ
れ
て
お
り
、
中
世

以
降
、
着
色
の
「
羅
漢
図
」
に
冠
す
る
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
定
着
し
て

い
た
。
ま
た
、
元
時
代
末
の
禅
画
僧
、
因
陀
羅
は
足
利
義
持
（
一
三

八
六

－

一
四
二
八
）
が
そ
の
画
風
に
倣
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
来
、
高

い
評
価
を
受
け
て
き
た
。「
寒
山
拾
得
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）、

「
丹
霞
焼
仏
図
」（
石
橋
美
術
館
）、「
布
袋
蒋
摩
訶
問
答
図
」（
根
津

美
術
館
）、「
李
渤
参
智
常
図
」（
畠
山
記
念
館
）、「
智
常
禅
師
図
」

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）、
合
わ
せ
て
五
点
は
「
禅
機
図
断
簡
」
と
し

て
全
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
こ
の
謎
の
画
家
が

日
本
の
国
宝
最
多
の
中
国
人
画
家
と
な
っ
て
い
る
。
文
人
画
風
を
示

す
の
は
元
・
雪
窓
普
明
「
蘭
竹
図
」
四
幅
対
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵

館
、
旧
御
物
）、
元
・
子
庭
祖
柏
「
枯
木
図
」
対
幅
（
個
人
、
重
要

文
化
財
）
な
ど
の
禅
余
画
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
は
禅

僧
が
知
識
人
と
し
て
「
文
人
」
の
役
割
を
果
た
し
た
た
め
で
あ
り
、

そ
れ
も
元
末
四
大
家
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
文
人
画
風
と
は
関
わ
り

を
持
た
な
い
。
室
町
時
代
の
同
時
代
、
明
時
代
の
作
品
に
つ
い
て

も
、
文
人
画
の
系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
呉
派
」
の
佳
品
は
あ
ま

り
伝
存
せ
ず
、
宋
画
を
古
典
と
す
る
「
浙
派
」
の
優
品
が
多
く
伝
存

し
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
明
・
戴
進
（
一
三
八
八

－

一
四

六
二
）「
春
冬
景
山
水
図
」
双
幅
（
菊
屋
家
住
宅
保
存
会
、
重
要
文

化
財
）、
明
・
林
良
「
鳳
凰
図
」（
京
都
・
相
国
寺
、
重
要
文
化
財
）、

明
・
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図
」
四
幅
対
（
東
京
国
立
博
物
館
、
重
要
文

化
財
）
な
ど
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
こ
の
後
も
、
宋
時
代
か
ら
元
時

代
へ
の
連
続
面
を
強
調
し
た
所
謂
「
宋
元
画
」
と
い
う
枠
組
み
の
中

で
「
古
渡
」、
特
に
「
東
山
御
物
」
を
上
位
に
位
置
付
け
た
日
本
特

有
の
趣
味
が
確
立
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
く
。
多
く
の
「
東
山
御

物
」
が
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

近
現
代
に
ま
で
そ
の
意
識
が
継
承
・
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す

証
拠
で
も
あ
る
。

　

中
国
絵
画
史
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
を
語
る
た
め
に
必
要
な
も
の
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と
日
本
絵
画
、
も
し
く
は
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
を
語
る
上
で
重
要
な
も

の
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
。
過
去
の
日
本
人
画
家
た
ち
が
触
れ
得

た
作
品
は
必
ず
し
も
中
国
絵
画
の
名
品
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
は
認
識
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
日
本
趣
味
に
よ
っ
て
伝
来
す
る
中
国
絵

画
は
、
ま
さ
に
日
本
絵
画
の
「
古
典
」
と
し
て
よ
り
多
く
の
価
値
を

見
出
す
こ
と
で
き
る
。
そ
の
際
に
、
過
去
の
伝
称
・
伝
来
も
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
の
美
術
史
の
常
識
で
判
断
し
た
鑑
定
の

み
を
残
し
て
、
単
純
に
過
去
の
鑑
定
を
否
定
・
消
去
し
て
し
ま
う
こ

と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
過
去
の
記
憶
の
消
去
で

あ
り
、
日
本
美
術
に
お
け
る
史
的
位
置
を
曖
昧
に
し
、
作
品
の
価
値

自
体
が
減
じ
て
し
ま
う
危
険
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。
日
本
絵
画
展
に

お
け
る
関
連
展
示
の
機
会
は
、
日
本
絵
画
と
並
列
展
示
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
作
品
の
価
値
を
増
加
さ
せ
、
両
者
を
相
対
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
絵
画
史
の
記
述
を
よ
り
正
確
な
も
の
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
中
国
絵
画
史
の
言
説

を
よ
り
多
元
的
に
再
構
築
す
る
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
新
た
な
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
の
構
築
に
よ
っ
て
、
伝
統
的

な
感
性
に
基
づ
く
「
古
典
」
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
中
国
絵
画
も
再

定
置
が
可
能
に
な
る
。
展
覧
会
と
い
う
鑑
賞
空
間
に
そ
う
し
た
広
が

り
を
可
視
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
見
し
て
わ
か
る
刺
激
の
強
さ
が
好
ま
れ
、
伝
統
的
な
理
解
が
失

わ
れ
て
い
く
こ
と
の
危
険
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
言
説
は
し
ば
し

ば
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
正

面
か
ら
答
え
た
よ
う
な
啓
蒙
的
な
展
覧
会
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
し
か
し
、
単
な
る
伝
統
重
視
、
文
化
構
造
に
由
来
す
る
強
迫
観

念
か
ら
解
放
さ
れ
た
二
一
世
紀
の
鑑
賞
者
が
見
出
す
新
た
な
美
に
も

期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｉ
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
よ
っ
て
画
像
検

索
の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
的
な
常

識
を
超
え
た
共
通
点
な
ど
が
す
で
に
見
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
展
覧
会
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
も
包
摂
し
つ
つ
、
新
た
な
関
係

性
を
切
り
結
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
機
会
と
し
て
も
あ
り
続
け
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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